












































年齢は 15歳が多かったが、1915（大正 4）年 9月 15日に内務次官・文部次官によって発せられた
通牒「青年団体ニ関スル件」では、義務教育を終えた者あるいは同等年齢以上の者として最高年齢









　民俗学に関する事業の始まりは、1925（大正 14）年 10月 26日の日本青年館の開館式の際に、
「郷土舞踊と民謡の会」が三日間にわたって行われたことである。出演者を全国から募ったとこ
ろ、70種の応募があったため、柳田国男、高野辰之、小寺融吉の 3人が選択し、川越の獅子舞や

































































































































































































































年部が 1916（大正 5）年 1月に機関誌として発行した雑誌『帝国青年』を引き継ぐ刊行物である。
同年 11月 3日の皇太子（のちの昭和天皇）の立太子を記念して中央報徳会青年部は青年団中央部と






ていくようになる。『日本青年新聞』は当初月 1回の発行だったが、1931（昭和 6）年 2月より、毎
月 1日と 15日の 2回の発行となる。大日本青年団を経て、1941（昭和 16）年 1月に大日本聯合女
子青年団、大日本少年団連盟、帝国少年団協会と合併し、大日本青少年団となると、1941年 2月
15日発行の第 250号から『日本青少年新聞』に改称した。太平洋戦争の戦局悪化のため用紙不足












































































































田沢は財団法人日本青年団創設以来の理事であり、1934（昭和 9）年 11月 15日から 1936（昭和





































15）年 4月 13日に皇太子（のちの昭和天皇）が日本青年館に行啓した 4月 13日を記念して、その

















た（『日本青年新聞』第 69号、1933年 8月 1日発行）。全国の青年から集まってきた調査研究方法は
柳田国男と小田内通敏によって審査され、翌年に日本青年館から出版された『郷土を如何に研究す
べきか』に掲載された。





































本聯合青年団郷土資料陳列所も 1937（昭和 12）年秋に突如閉鎖される。出版物も、1937年 5月に
発行された『山袴の話』が最後となる。田沢義鋪はすでに 1936年 4月に理事長を辞任していた。






























































































































































































































































































室井康成「選挙粛正運動と青年団―司馬遼太郎の “若衆 ” 観からの問い」
小林光一郎「アチック・ミューゼアムと大日本聯合青年団の関連性―アチック同人大西伍一を事例
に」
木村裕樹「青年による副業の研究―郷土工芸を中心に」
黛友明「青年は『郷土』を踊れたか―『郷土舞踊と民謡の会』の理念と現実」
コメント　重信幸彦
